





















































4) 他には「ドイツ零年（Germania anno zero）」（ロベルト・ロッセリーニ監督）、
















































































































































































《モナ・リザ》が 1962年 12月から 1963年 3月にかけてアメリカで公開さ
れたときは、日本でもかなり話題になりま
した。『ハイファッション』1963年 5月号
では、アメリカの女優スーザン・ストラス
バーグが《モナ・リザ》風モードを流行ら
せたことをとりあげ、そのメーキャップと
ヘアスタイルのテクニックを紹介していま
す。例えば口紅は透明感の強いオレンジ、
アイシャドーは緑を用いて、肌の色は輝き
のある象牙色にすること、髪は中央で分け
て、両側に膨らみをもたせること等々（図
10）21)。本物の《モナ・リザ》とそれほど似
20) 「伊勢丹、イタリアに会社を作る」『装苑』19（3）、1964年3月、253頁。
21) 「ジョコンダふう」「モナ・リザへのあこがれ」『ハイファッション』15、1963年
5月、40-41、137-139頁。
図10　「ジョコンダふう」『ハ
イファッション』15、1963年
5月、41頁。
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ているとは言えませんし、これを当時の日本人がどれだけ実践したかはわ
かりませんが、名画をファッションに応用しようとした、非常に珍しい事
例であることは確かです。
このようにイタリア・モードは、1960年代前半に、百貨店の後押しで
日本に入ってきました。パリ・モードよりも安価で、明るく美しい色彩の
服が、当時の日本人に好意的に迎えられたのです。といっても、日本人は
まだ、イタリア人デザイナーひとりひとりの個性をきちんと区別すること
はできませんでした。ちょうど来日したエミリオ・プッチの大胆な色使い
が、温暖な気候というイタリアのイメージと結びつき、イタリア・モード
全体の特徴として捉えられたのだと考えられます。いわゆる「プッチ柄」
は、大胆でポップな色彩の幾何学模様を指すことばとして、1960年代後
半のファッション誌に繰り返しあらわれ、現在にまで定着しています。日
本のファッション誌にイタリア人デザイナー、すなわちヴェルサーチ、ア
ルマーニ、ヴァレンティーノらの特色を本格的に論じた記事が載せられる
ようになるのは、ミラノ・コレクションが1976年に始まってから後、す
なわち1980年代に入ってからです。
